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✤
「
隣
保
館
だ
よ
り
」
は
、
市
民
の
皆
様
に
総
合
隣
保
館
の
活
動
や
人
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尊
重
の
生
き
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ン
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よ
う
な
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を
お
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け
す
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次
ペ
ー
ジ
「
人
権
の
小
窓
」
は
、
「
イ
ク
メ
ン
パ
パ
」
と
し
て
妻
と
共
に
子
育
て
に
励
ま

れ
て
い
る
三
木
市
立
平
田
小
学
校
教
諭
、
森
下
剛
志
さ
ん
と
、
三
木
市
役
所
危
機
管
理

課
、
藤
原
功
典
さ
ん
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
す
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結成 22 年目を迎える「きらきら書道」は現在月 1 回、総合隣保
館で活動しています。障がいのある人もない人も共に活動する中で
互いを尊重し合い、それぞれが自分の今を自由に表現した作品を創
作しています。障がいのある人が放つ光（輝く瞳、感動の作品）は、
未来を明るく照らす希望の光となっています。  

「書を楽しむきらきら教室」代表 藤原 常貴 

隣保館で活動する自主活動サークル 

「書を楽しむきらきら教室」のみなさん 



人権の小窓（２６6） 

‶イクメン″パパに 

イ ン タ ビ ュ ー 
令和４年１０月に地方公務員育児休業法が改正さ

れるなど、男性職員も当たり前に育児休業を取得する

社会へと変わりつつあります。このたび、三木市内の

小学校教諭森下剛志さん（３７歳）と、この６月、育児

休業後に職場復帰された市役所職員、藤原功典さん

（２９歳）のお二人の「イクメンパパ」に、育児休業中の

子育てや家庭生活についてお話を伺いました。 

平田小学校教諭 森下剛志さん 
Q. こんにちは。よろしくお願いします。森下先

生は 2 回目の育児休業（以下「育休」）中だと
か。 

森下 はい。私は３人子どもがいるのですが、1回目の
育休は２人目が生まれた後の２０２２年４月～２０
２３年３月までの１年間、そして現在３人目の子ど
もが生まれ、２０２４年１月から２０２４年１１月まで
の１１か月の予定で育休を取っています。 

Q. 森下先生が育休を取ることになったきっか
けは何ですか。 

森下 １人目の誕生後すぐにコロナが流行し始めて、
家から一歩も外に出られない、いわゆる「コロナ
育児」の経験が大きいです。外出もできず不安
の中、家でひとり子どもと向き合う妻が本当に辛
そうでした。ちょうどそのころ、テレビなどで「育休
パパ」や「イクメン」が話題になっていたり、共働
きで教員をしている友人から育休を取ることを聞
いたりしたことで、「育休、いいかも。」と思うよう
になりました。その後、２人目を授かった時に、辛
そうだった妻の負担が軽減するのならと思い、決
断しました。 

Q. 周囲の理解が得られないこともあったので
はありませんか。 

森下 それはあまりなかったのですが、学校に迷惑が
かかるのではないか、休業中の代替教員が見つ
かるか、私の休業をよく思わない人もいるのでな
いかとか、「休んですみません」といった気持ちも
大きかったです。 

Q. 収入はどうなりましたか。 
 

森下 妻はいわゆる専業主婦で、実はそのことがとて
も心配でした。育休中は給与が支給されません。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
しかし、育児休業手当金として子どもが１歳に達 
するまで１８０日間は 67％、それ以降は 50％が
共済組合から支給されるので助かりました。 

ただ、ボーナスは出ませんし、貯えはぐんと減り
ましたが。 

 
Q. 家庭での様子をお聞かせください。 
 

森下 食事は主に妻が担当してくれていましたが、そ
れ以外の家事は分担して、片方が家事をしてい
る時は、もう片方が子どもの相手をするという感
じです。 

 

Q. 育休で変化したことがありますか。 
 

森下 はい。私についていえば、子どもの日々の成長
をリアルタイムで見られることが何よりの喜びで
す。これまで寝返りしかできなかった子どもが、あ
る日突然這い始めたりする瞬間に出会えたりす
るのは何より嬉しいもので、育休でないと経験で
きません。 

子どもにとっては、私は今まで朝に出勤して夜
遅く帰ってくる、まれにしか見ないレアキャラだっ
たのが、いつも頼れる父親になったことで、妻は
「子どもの心が安定している。」と言います。また、
妻にとっては「時間的にも精神的な面でもゆとり
ができた。」、「パパがいなかったら私はもっと子
どもたちに感情的に怒っていただろう。」とか、
「困った時に相談する相手ができた。」などと喜
んでくれています。 
 でも育休を取っても、母乳育児なので授乳は母
と子どもだけの時間になります。夜中でも授乳を
がんばっている妻を見守ることしかできず、自分
も代わってできればいいのにと思います。日々奮
闘する姿に感謝と尊敬でいっぱいです。 

 

Q. 育休によって家庭円満ですね。 
 

森下 そうですね。育休様々です。あと近所のママたち
からも、決まって「本当に良いことをされています
ね」と言われます。 私はもっと男性が育休を取
りやすくなるように、社会全体の意識が変われば
多くの人々が幸せになると強く感じます。 

Q. 本日はありがとうございました。 



 

 

三木市職員 藤原功典さん 
Q. こんにちは。藤原さんは、近ごろ育休を終え

て職場復帰されたそうですね。 

藤原 はい、私は５月７日から５月３１日までの約１か
月間、育休を取りましたので、復帰してきたばか
りです。 

Q. 1 か月ですか。制度的には３歳まで取れるこ
とになっていますのでもっと長く取れたの
ではないですか。 

藤原 はい、でも、業務との兼ね合いもあってそのぐら
いがいいと。でも、法が変わってもう一回取れる
とのことなので、どこかのタイミングでもう一回取
れればいいかなと考えています。 

Q.  ３歳まで２回取れるようになりましたね。
藤原さんは最初から育休を取るつもりだっ
たのですか。 

藤原 はい。テレビや職場などでも男性育休のことが
取り上げられていましたので、取りたいと思って
いました。妻も私と同じ市の職員で、妻は２年間
育休を取っています。 

Q. イクメンとしての一日を教えてください。 

藤原 娘は朝早く目覚めるので、朝５時ごろに起きて、
だっこしたりあやしたりしてもう一度寝かせます。
それから７時か８時ごろ２０分か３０分ほど外へ
散歩に出かけます。いろいろな刺激を入れた方
がいいと言われていたし、それも太陽が昇りきる
前がいいということなので。食事もほぼ毎食作っ
ていました。お風呂に入れるのは私で、あと掃除
や洗濯などの家事は二人で。割合でいえばだい
たい私が６割、妻が４割という感じでやっていま
した。 

Q. 育児について、参考にされたものはあります
か。 

 

藤原 何も参考にしていません。私は４人兄弟の末っ
子で、幼い甥っ子や姪っ子たちとよく遊んだり世
話をしたりした経験があるのでその延長線上と
いうか。 

Q. 育児で困ることはなかったのですか。 

藤原 やはり泣き止まない時にどうしたらいいか困り
ました。妻と二人であやしたり寝かしつけたりし
ますが、なかなか泣き止まず、本当に悩みますね。 

Q. 育休を取ってよかったことは。 

藤原 妻が言っていたのは、実家にいた時、産んです
ぐは女性のホルモンバランスの影響か、子ども
が泣いたらどうしていいか分からず、涙が出たり、
不安感に襲われたりして、メンタル面でつらくな
ったので、私が早めに育休を取ってくれて助かっ
たということでした。 

Q. 育児をしていて感じたことは。 

藤原 生まれてすぐの子どもは、大きくなるのが早いと
いうことを先輩から聞いていたのですが、本当に
その通りで、最初は笑わなかったのに１か月もす
ると笑うようになったり、３,２００ｇだった体重も今
では５キロを超えてきたりしていて、成長のスピ
ードを実感できるのが嬉しいです。 

Q. 復帰された今と、育休中とで違うことは。 

藤原 そうですね。仕事が終わって家に帰ると、子ども
が私を冷たい目で見ているような感じがします。
「あんた誰？」というような。やはり、昼間一緒に
いられる方がいいですね。 

Q. 子育てをされて自分が変わったと思えるこ
とがありますか。 

藤原 育休を取ったことで父性が育ったというか父親
になったと実感したのは確かですね。今、夜中に
寝ていても、子どもの声が聞こえたような気がし
て目が覚めることがあります。実際、子どもは泣
いていないのですが。 

Q. お子さんのことで頭が一杯ですね。どうもあ
りがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

二人のイクメンパパのお話を聞いて感じたことは男性が育児

休暇を取ることで「父」と「母」が子どもに平等に愛情を注

ぐ時間を生み出すことができるということです。それは、男

性に「子どもを育てる権利」を保障することだと言えるでし

ょう。 

私は、新しい時代の新しい育児スタイルで育った子どもが

大人になった時、自分を育ててくれた父親のことをどう思う

か、いつかインタビューしてみたいと思いました。 



 

作品コンテスト募集 

⑭「希望のひとしずく」 

・  

⑮「アフリカでバッグの会社はじめました」 

・江口絵理・さ・え・ら書房 

⑯｢宙わたる教室」・伊与原新・文藝春秋 

⑰「優等生サバイバル」・ファン・ヨンミ・評論社 

⑱「私の職場はサバンナです」・太田ゆか・河出書房

新社 

  
  

 

 

日 曜 催し・講座など 日 曜 催し・講座など 
１ 月  17 水  

2 火 経営・職業相談 10:00～ 18 木 
人権相談 13:00～（三木市役所） 
茶道教室 9:00～ 
ネルソン・マンデラ国際デー 

3 水  19 金 経営・職業相談 10:00～ 

４ 木  20 土 
茶道教室 13:00～ 

書を楽しむきらきら教室 13:00～ 

５ 金 
経営・職業相談 10:00～ 
人権相談 13:00～（緑が丘町公民館） 21 日 

 
 

６ 土  22 月 エアロビクス講座 14:30～15:30 

７ 日  23 火 経営・職業相談 10:00～ 

８ 月 エアロビクス講座 14:30～15:30 24 水  

９ 火 経営・職業相談 10:00～ 25 木 
人権教育指導員研修会定例会 15:00～ 
手芸サークル 13:30～ 

1０ 水  26 金 経営・職業相談 10:00～ 

1１ 木 手芸サークル 13:30～ 
27 土 

茶道教室 13:00～ 
東人教研究大会（西脇）12:00∼ 1２ 金 経営・職業相談 10:00～ 

1３ 土 生命尊重の日 28 日  

14 日 国際ノンバイナリデー 29 月  

15 月 海の日 30 火 経営・職業相談 10:00～ 

16 火 経営・職業相談 10:00～ 31 水  

 

人権啓発紙「隣保館だより」7 月号 
令和６年７月１日発行（毎月 1 日発行） 

三木市市民生活部 人権推進課編集 

〒673-0501 三木市志染町吉田 823 

三木市立総合隣保館 TEL ０７９４－82-8388 

FAX 82-8658 E-mail：ｊinken@city.miki.lg.jp 

 

 

課題図書を購入しました。 
隣保館で貸出しますので、ご利用ください。 

         （「書名」・作者・出版社） 

①｢アザラシのアニュー」・あずみ虫・童心社 

②｢ごめんねでてこい」・ささきみお・文研出版 

③｢おちびさんじゃないよ」・マヤ・マイヤーズ 

・イマジネーション・プラス 

④ ・田村孝介ほか 

・ひさかたチャイルド  

⑤｢いつかの約束 1945・山本悦子・岩﨑書店 

⑥｢じゅげむの夏」・最上一平・佼成出版社 

⑦ ・ 

⑧｢聞いて聞いて！」・高津修 他・福音館書店 

⑨｢ぼくはうそをついた」・西村すぐり・ポプラ社 

⑩｢ドアのむこうの国へのパスポート」・トンケ 

・ドラフト・岩波書店 

⑪｢図書館がくれた宝物」・ケイト・アルバス 

・徳間書店 

⑫「海よ光れ！：3.11 被災者を励ました学校新聞」 

・田沢五月・国土社 

⑬ ・佐藤まど

か・あすなろ書房 
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